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岐阜県聴覚障害者情報センターだより岐阜県聴覚障害者情報センターだより岐阜県聴覚障害者情報センターだより

岐阜県聴覚障害者情報センターを県民の皆様に広く知っていただくために、毎年開催している情報
センターふれあいWeek。今年も 11 月７日（水）～12 日（月）の期間で開催しました。
例年この季節に開催していたのですが、今年は季節柄、他のイベントや地域の行事などと日程が重
複してしまいイベントの参加人数が例年になく少ないものとなってしましました。
今号では、ふれあいWeek 期間中の様子を画像を含めてお伝えしたいと思います。

【福祉機器の展示】
毎年、振動式目覚まし時計や来客を知るためのフラッシュライトなど
を中心に、デモ機をお借りして展示しています。来場者の中には、「ちょ
うどデモ機を見たかった。」という方から、「たまたま情報を知って来て
みた。」という方も。
機器の説明をしながら、お話を聞いてみると「ご近所の方や知り合い
の方が高齢で聞こえが悪くなり、チャイム（呼び鈴）を鳴らしても出て
きてくれず困っている」という実際に問題を抱えている方もいらっしゃ
いました。
加齢に伴う聴力の低下は高音域から聞こえずらくなるため、比較的高音で鳴るチャイム（呼び鈴）
は聞こえにくく、結果的に来客を知ることができないことにつながります。
このような場面では、フラッシュライトの点滅で来客を知る方法が適していると言えます。
加齢で聞こえにくくなってくるのは防げなくても、このような福祉機器を利用することで少なから

ず生活の質が改善される部分があります。
また機器の接続方法によっては多用途に活用可能で、例えば 1階から 2階への
呼び出し、子育てでの赤ちゃんの泣き声を知ることもでき、バリエーションの豊
富な点も合わせてお話させていただきました。
しかしながら、今回の福祉機器デモ展示の来訪者とお話してみて、こういった

機器があるということがまだまだ世間一般には知られていないという事実、必要に迫られてから情報
を収集するという実態を知ることができました。
情報センターとして、このような生活に密着した情報も常に提供していく必要があると強く感じま
した。

【字幕表示メガネ】
こちらも昨年から引き続きの企画です。4分ほどのデモ映像をメガネ越しにみると字
幕が表示されます。一般的な字幕表示とは違い慣れるまでにコツが若干必要ですが、皆
さん驚きの声をあげていました。
関東エリアでは字幕表示メガネの貸出を実施している映画館もありますが、東海圏で
はまだありません。（字幕表示メガネ対応映画の上映は行われています）個人でもこの

システムを購入できますが、金額的にまだまだ高価という問題がありますね。

ふれあいWeek が開催されました



【11 月 11 日（日）「聴覚障害者が災害時にこまること」】

講師：NPO法人 MAMIE 代表　安藤美紀 氏

自身も聴覚障害者であり聴導犬のユーザーでもある安藤氏。聴導犬の

アーミ（2代目）と一緒に来所され講演をしていただきました。

冒頭は自己紹介から始まり幼少期の差別やいじめを受けたこと。家族

との確執など内容がかなりショッキングだったこともあり、参加者の中

には涙する人も…。

昔のろう学校では手話が禁止されていたというのは、聴覚障害者の

歴史を知る上で出てくる事案ですが、手話を使った生徒に対しての罰

則（体罰）が、今では考えられないことが行われていたそうです。

重たい内容の話ではあるのですが、当人である安藤氏はとても明る

く話をしてくれました。

聴導犬をテーマに取り上げることは、過去にもありましたが今回は

実際に聴導犬を利用されているユーザーの生の講演だったこともあり、

参加者には「とてもいい内容だった」「次はもっと大きなイベントで呼ぶべき」など、とてもありがた

いご意見をいただきました。デモンストレーションの様子の一部を動画として公開しております。ぜ

ひご覧になってみてください。

【11 月 10 日（土）「電話リレーサービス学習会」】

日本財団がモデル事業として実施している「電話リレーサービス」の学習

会を初開催しました。

講師は株式会社プラスヴォイスの代表取締役社長　三浦宏之氏。

電話リレーサービスは 2013 年 9月より開始されたモデルプロジェクトで、

2018 年 3月現在、利用者は約 7,000 人、一ヶ月の利用回数合計は 22,000 回を数えます。（ホームペー

ジより）海外では無料のサービスとして制度化されている国もありますが、日本では残念ながらまだ

制度化されておりません。さらに本サービスは2019年3月末で利用期間が終了の予定となっています。

参加者の中には登録が終わっているが利用していない人、新たに登録したい人もおりデモ映像を見

たことで本サービスの便利さがかなり伝わったかと思います。

当日の講演の内容を収録させていただきましたので、近日中にライブラリーに追加する予定をして

おります。

【聴覚障害者の作品展】

今回は木工作品、手芸作品、写真の展示がありました。

どの作品も見応えがあり展覧会（展示会）で賞を受賞した作品の出展も

あり、来所された皆さんはしきりに感嘆の声を上げていました。



そこで起こりやすいのが一般的な Bluetooth イヤホンと多機能補聴器の見間違いによるトラブル。
Bluetooth機能付き補聴器を利用している聴覚障害者は、音楽などを聞く際に音量も大きくなりがち。
混雑している場所では音量が大きくなると発生する「音漏れ」が不快に感じる人もおり、これが原
因でトラブルに発展することも…。
こういったトラブルを避けるために、ちょっとだけ最近の補聴器の知識を持っていただければと思

います。

11 月 17 日（土）に岐阜県立岐阜聾学校の文化祭（岐聾祭）に情報センター
の PRブースを出展させていただき、ブースには延べ 96 名の方にお越しいた
だきました。
ブースでは字幕付きビデオ（DVD）の視聴やセンター PR動画の上映、チラシやパンフレットの配

布などをさせていただきました。
来場者とのふれあいとして簡単な折り紙を一緒に折ったり、完成品の折り紙をプレゼントする等、

短い時間ではありましたが、多くの方々と触れ合うことができとても楽しいひとときでした。
準備等にご協力いただきました先生方に感謝申し上げます。

今回到着したタイトルは「ろうを生きる難聴を生きる」ほか映画は「相棒
14」「学校の会談 3」他に「アンパンマン」「ちびまる子ちゃん」「妖怪ウォッチ」
など定番アニメも入荷しました。
ライブラリーに登録ができ次第、貸出可能となりますので今しばらくお待
ち下さい。貸出可能になった時点で、ホームページ、ブログ、LINE 等で情報

をお知らせいたします。

こんな誤解していませんか？

岐聾祭 （岐阜聾学校文化祭） に出展しました

平成３０年度前期 字幕付きビデオ （DVD） が到着しました

最近の補聴器はとても小さくスタイリッシュで多機能な製品が増えてきています。
特に Bluetooth（ブルートゥース）の無線接続機能が備わっている補聴器であれば、ハンズフリー

で通話や音楽を聞くこともできます。

一般的な
Bluetooth イヤホン

Bluetooth 機能付き
補聴器

無線接続で通話や音楽を聞くことも

Bluetooth

Bluetooth で無線接続ができる
機種もある

※イメージです



講座開催中講座開催中講座開催中

左のQRコードを利用すると、情報センターの
ブログ、LINE、Facebook に簡単にアクセスでき
ます。ぜひご利用下さい。

LINE facebook ブログ

情報センターのホームページをご覧になったことありますか？
施設の紹介や実施事業の案内などを公開しており、この「情報センターだより」も創刊号からバッ
クナンバー（過去のセンターだより）を順次掲載しています。
皆様のお手元に届くセンターだよりは印刷の都合上、写真がモノクロですが、ホームページで公開
しているセンターだよりは、なんと！カラーで閲覧できますよ。（一部モノクロ版あり）

初の出張版生活講座として美濃加茂市生涯学習センターで開催いたし
ました。
当初は申込みが少なかったらどうしよう…など不安が多かったので
すが、情報センターで開催するときにはお見かけしない方々も参加を
され、結果的には予想外に盛り上がる内容となりました。
また今回お願いした講師は、聴覚障害者

に指導をするのが初めてだったそうですが、
「とても楽しかった」「また指導したい」とうれしいコメントをいただけ
ました。
「情報センターは遠くて行けない」という要望にお応えするかたちで実
施しましたが、今後も出張版として県内のどこでも生活講座に参加でき
るよう企画を進めていきたいと思います。

参加者が 1名と少しさみしい教室になってしまいましたが、マンツー
マンで手話を勉強できる特別教室とも言えます。

情報センターでは他にも文字で内容を伝える「要約
筆記体験」も開催しており、どちらも初心者を対象に
しています。
気軽な気持ちで参加してみませんか？
お申込みお待ちしています !!

11 月 24 日（土）に「聴覚障害者セミナー」が多治見市総合福祉センターにおいて開催されました。
テーマは『フレイルを予防して、健康を守る』ということで講演をしていただきました。
フレイルとは、加齢とともに運動機能や認知機能が低下してきた状態のことで、このリスクを減

らし、衰えの進行をゆっくりするためにどうしたらよいかを話していただきました。
食事をきちんと朝昼晩に食べること。栄養も偏らずにきちんと食べること。運動も毎日、欠かさ
ないことがいちばんだそうです。最後にらくらく筋力アップ体操をして、身体が温まりました。
10 分だけでもいいので皆さんも運動して、体力を鍛えましょうね。

10 月 6日 「脳トレしながらストレス解消！？」

11 月 8 日「初級手話教室」

聴覚障害者セミナー
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